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事業承継税の緩和

　昨今、中小企業を支援する立場から中小企業庁肝入りで事業承継協議会への期待が高まって

きています。自社株の評価によっては事業の承継がきわめて深刻な問題で、我が業界も世代交

代が進行し戦後創業した会社の中には３代目の体制づくりが必要です。事態は急を要します。

　ここで論点を明確にするために事業承継税と相続税との違いを論じておかなければなりませ

ん。税を徴収する立場としては動産・不動産等の個人資産は勿論、事業承継としての事業用資

産、自社株もその一切が相続税としての課税対象となります。その区別・配慮は全くと言って

良い程ありません。事業承継税としての相続税は企業または納税者に多額の借金を課すること

になります。継承する事業経営に何の利益ももたらしません。

　重要なことは高額納税している企業の財務体質が弱体化し、継続的な社会貢献ができなく

なってしまう怖さがあります。儲かるしくみを壊してしまいます。これは大変勿体ないこと

です。

　因みに農業従事者は税制面で優遇されていまして20年農業を継続することで相続税が免除さ

れます。選挙の票田というか、圧倒的な数の大きさの違いかも知れません。

　我が国の相続税は相続するものが負担をする税で米国とは異なっています。税徴収の国家的

見地では「富の再分配」「所得税の漏れ徴収」等があります。平成17年分の国税庁ホームページ

で開示されている相続税の課税状況は、相続人の数が135,803人で約１兆6,900億円です。つま

り相続税なるものは1,000人で1.1人しか対象でないのです。補完する贈与税も405,332人で

1,158億円と納税額はそれほど多くありません。問題は相続税の対象者が限定的であり、国民の

関心は極めて希薄であると言うことです。でも、これを一部の金持ちの悩みと捉えてはいけま

せん。高額納税をしてくれる企業や個人が今後益々、海外に流出する懸念があります。私見で

すが、これを逆手にとって、日本が相続税を廃止したらどうなるでしょうか。世界の富豪が日

本に資産を移したり、直系の親族を移住させるかも知れません。大富豪が支払う所得税や消費

日工販理事

池　浦　捷　行
（㈱不二　代表取締役社長）
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税は半端な額ではないでしょう。税の財源がない、相続税額相当が充当されるかも知れません。

税収不足だと言わないで目線を変えてみることを当局に強く望みます。

　我が工作機械業界は国の基幹産業としてグローバルな発展をしています。その位置づけも高

く、次世代が立派に活躍できる業界の基盤を盤石なものにすべきです。

　努力したものが報いられる社会の構築と、その弊害である格差社会の是正は相反する事象で

すが、このあたりはバランス感覚が必要でしょう。これら税制面でも大いに世論を高めていた

だきたいものです。

　平成19年６月の「事業承継税制検討委員会の中間報告」からの抜粋です。興味のある方は

インターネットにアクセスしてみて下さい。

〈序章〉

　平成17年10月事業承継問題に関係する中小企業関係団体、中小企業庁等を中心として事業

承継協議会が設置され、総合的な検討が開始された。平成19年度税制改正においては、相続時

精算課税制度の特定非上場株式特例の創設や種類株式の評価方法の明確化が行われたが、さら

に与党税制改正大綱においては、検討事項として「事業継承の円滑化を支援するための枠組み

を総合的に検討する。その際、非上場株式等に係わる税制面の措置については、既存の特例措

置を含め、課税の公平性に留意して、相続・贈与税制全体の在り方とともに幅広く検討する」旨

が位置づけられた。

〈海外の事業承継に係わる税制の現状と最近の動向〉

　フランスにおいては、2000年に雇用創出及び競争力強化の観点から、事業用資産に係わる相

続税の軽減処置が創設され、2001年要件緩和が行われた上で、当初50％であった軽減割合が

2005年には75％へと拡大されている。ドイツ連邦政府は、連立与党合意に基づき雇用確保の観

点から、生産的資産に係わる相続税について、10年間の事業継続で100％減を行う措置を盛り

込んだ法案を国会に提出している。イギリスにおいては、1976年に創設された事業用資産に係

わる相続税の軽減措置が1992年に中小企業振興の観点から大幅に拡充されており、現状では非

上場会社の株式や個人事業主の事業用土地については100％減となっている。

　なおこうした欧米主要国における事業承継税制の存在や近年の拡充に加えて、我が国企業の

国際競争力確保の観点からは、アジア諸国において、そもそも相続税自体が存在しない国が多

いという事実も十分踏まえるべきとの意見があった。
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EMO ハノーバー 2007 開催
　世界最大の工作機械展示会であるEMOが今年から開催期間が6日間に短縮され、去る9月17日より

22日までドイツハノーバー市の展示会場で開催されました。

　広い会場内の16の展示館に過去最多の42ヵ国・地域から2,118社・団体が工作機械、鍛圧機械に加

え、工具、計測機器、CAD/CAM等の周辺機器・ソフトウエアが展示され好景気を反映して各展示館で

は各国からの見学者で活況を呈していました。特にドイツの代表格DMGは出展者中最大となる4,000

㎡のブースに70機出品しており且つレストランかと思わせる商談ブースを用意しており、その規模に圧

倒されました。

　会期中に恒例となっています各国工作機械団体が参加する国際会議が開催されましたので、その報告と

EMO視察者から寄稿された印象記を掲載いたします。

  出展者数 平方m
 ド イ ツ 875 75,834
 イタリー 273 21,765
 台　　湾 156 9,581
 ス イ ス 144 12,068
 中　　国 86 3,332
 日　　本 80 17,523
 スペイン 73 7,081
 北　　米 64 5,038
 ト ル コ 44 2,840
 英　　国 42 2,173
 そ の 他 282 22,608
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EMO会期中に欧州工作機械輸入協会連合会CELIMO主催の国際会議が日米欧3地区販売協会代表の

パネリストによるプレゼンテーション形式で開催されました。

日　時：9月20日　10時30分～14時

場　所：EMO会場 Convention Centre内 Room3

出席者：コーディネーター：欧州 Cuneyt Okcu 欧州工作機械輸入協会連合会 CELIMO 会長

　　　　パネリスト：　　　米国 W.Kent Lorenz 米国工作機械販売協会 AMTDA President

　　　　　　　　　　　　　欧州 Geoff Noon CELIMO 専務理事

　　　　　　　　　　　　　日本 冨田 薫 日工販副会長兼国際委員長

参加者：上記団体に加え、米国工作機械工業会AMT、欧州工作機械工業会連合会CECIMO、

　　　　日本工作機械工業会等、世界20カ国・地域から約90名が参加。

EMO ハノーバー 2007

CELIMO主催 国際会議

会議要旨：

主催者を代表しOkcu CELIMO会長より開会の

挨拶、パネリストの紹介があり、CELIMO専務理

事Noon氏よりCELIMOの概要、欧州市場の報

告があり、続いて日米パネリストより各地の市

況、主要業種ユーザー状況等につき発表され、そ

の後参加者より各国の概況につきコメントが

あった。

1. CELIMO：

・CELIMOは、オーストリア、ベルギー、デン

マーク、ドイツ、フィンランド、フランス、イ

タリア、オランダ、ノルウエー、スウェーデン、

スイス、トルコ、UKの欧州13カ国をカバー

し、会員会社は1,000社を超え総従業員は約

15,000人である。

・2006年のCELIMO圏内総輸入額は81.2億
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ユーロであった。

・主な活動として工作機械、工具、関連技術の販

売、輸入に携わる会員のために各国間の討論

の場を提供し、会員各国間の連絡窓口となっ

ている。また販売代理店を探している場合に

紹介の仲立ちを行っている。そして会員各国

の産業における統計、情報の交換の手助けを

している。またインターネットウエブサイト

でも活動を紹介している。

・CELIMO圏内で工作機械の輸入先としては

2006年ではドイツが24%と第一位、次いで

スイス13%となっており圏内外のスペインも

含めた欧州は全輸入先の60%になる。欧州以

外の主な輸入先は日本12%次いで台湾6%で

あり中国はまだ入っていない。

・CELIMO圏内の工作機械輸入は欧州からの輸

入が毎年ほぼ60%で安定している。

・CELIMO圏内の国で輸入比率が最も低いのが

イタリアで38%、次いでドイツの49%と

なっており、自国工作機械生産メーカーが居

ないノルウエーが100% の輸入となって

いる。

・200 6年の世界の工作機械市場規模は、

CELIMO圏内が120億ユーロ超で第一位、次

いで中国、日本、北米の順となっており、特に

中国は2003年の規模がCELIMO圏内の

52%であったのが、2006年は82%まで伸

びており市場規模の拡大が目覚ましい。

・CELIMO圏内の三大工作機械市場はドイツ、

イタリア、フランスでありイタリアを除いて

は2006年の市場規模は前年に比べ落ちてい

る。一方イタリアは2006年が2004年、

2005年の落ち込みをカバーする形となって

いる。ドイツのCEL IMO 圏内市場規模は

2006年では33%である。

・スイス、トルコ、UKはドイツ、イタリア、フ

ランスの次に位置する中規模市場で、特にト

ルコは急速に市場が成長しており今や第一

グループの第4番目に位置すると言っても

よい。

・スペインはCELIMOに加盟していないが、規

模的にはフランスとUKの中間である。

・2006年のCELIMO圏内は堅調に成長し、今

年は高いレベルで高原状態が続く。第3四半

期の落ち込みは季節要因である。

・2007年の見通しとしては、ほぼ2006年と

同じである。

・1月―5月の工作機械輸入はEU27カ国では

15.2%増、同じくEU15カ国では16.8%増。

・EUにおける資本財生産高は2007年第2四

半期で前年同期比5.5%の伸びであり、メカ

ニカルエンジニアリング部門の生産高は

7.3%増、鉄鋼製品生産高は5.7%増、自動車

生産高は4.6%増、航空機生産は3.1%減と

なっている。

2. JMTDA：

・日工販の概要、活動内容を説明。特に日工販会

員の販売は国内全工作機械販売のほぼ75%を

カバーしている点を強調。

・最近の傾向及び日本での工作機械販売の特徴

については、内需は高原状態にあり外需が伸

びていること、特徴として地域的には独占販

売権をもつ販売代理店はおらず、むしろ客先

別にすみ分けしている。また据付及びアフ

ターサービスについては基本的にはメーカー

自身が行っている。

・経済情勢としてGDP（実質）については、

2005年+2.4%、2006年+2.1%、2007

年第1四半期+3.2%、第2四半期+0.5%と

なっており、工作機械受注は7月で1千億円超

受注が連続39か月となった。

・工作機械市場の傾向として、受注は2006年

1兆4,369億円（124億ドル）に対し2007
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年1－6月は前年同期比8%増の7,789億円

（67億ドル）、2007年1－6月の内需は前年

同期比3.2%減の3,640億円、同外需は

20.2%増の4,149億円と外需が拡大。

・1990年からの工作機械受注推移において

2006 年が史上最高の受注であり次いで

1990年が1兆4千億円（124億ドル）超の受

注であるが、注目すべき点は1990年の内需

が7割強あるのに対し、2006年は、ほぼ外需

と半々になっており更に2007年の予測は過

去最高の1兆5千億円台を見込んでいるが内

需は減少傾向にあり5割以下になると予想し

ている。

・輸出先としては、2006年において北米が

35%、次いで欧州29%、中国14%の順に

なっており、依然として欧米は重要な工作機

械輸出先である。

・機種別にみると、2006年はマシニングセン

タ36%、NC旋盤31%とこの両機種が大半を

占めており、この傾向は変わっていない。NC

旋盤ではどのくらいかのデータはないが最近

ターニングセンタが増加傾向にある。

・工作機械需要先として影響力のある日本の自

動車産業については、1998年から2006年

までの国内・海外の生産高推移をみると

1998年の海外生産が500万台レベルであっ

たのが2006年では1,000万台を超えてお

り今後1,000万から1,400百万台レベルま

で伸びると予測されるが、これとは反対に国

内生産は1,000万台レベルから700－800

万台レベルまで落ちると予測される。

・結論として今後の人口減少、国内自動車生産

の減少などの傾向から中・長期的にみても内

需は減少傾向にあると予測される。

3. AMTDA：

・AMTDAは、現在400社の会員がおり200社

の販売会社、200社のメーカー賛助会員で構

成されている。工作機械販売の80%が会員に

よる販売でカバーされている。

・年間工作機械消費が1999年の80億ドル台

をピークとして2003年の30億ドル台の底

まで下がった経緯があり、工作機械メーカー

の統廃合、工作機械需要先の減少、労働力の工

作機械業界離れといった厳しい時代があった。

・また客先にとっても収益には厳しい時代で

あったが、新しい販売チャンスとして北米顧

客の海外工場への工作機械やシステムの輸出

が増えてきた。例えばイリノイ州ピオリアに

あるキャタピラ向け設備が中国あるいは欧州

等の同社海外工場へ輸出されるケースで、

ジョンディーア、イートン、ディナ等にも同様

な例がある。ただしこのケースでは現地側の

サポートが必要で販社1社では対応出来ない

こともあり新たな問題が発生している。そし

て中国、韓国、インドが北米市場に進出が始

まっている。

・工作機械メーカーがJ/Vなどにより出資先か

らの要望もあって一般の販社が取り扱えない

機種が出現し始めている。

・日本の販社とは逆に北米では販社が機械の据

付・教育・サービスを行うのが一般的である

が、更に最近はロボットなどの周辺機器を含

めた販売の要求が増加し、機械と同様に据付・

教育・サービスの責任も負わされており、こう
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した状況から工作機械メーカーが人員を減ら

していくのとは逆に販社がエンジニアを増や

さざるを得ないという不自然な状況となって

きている。

・伝統的である地域ベースの販売権ではなく、

日本の様に客先ベースの販売権が現在出現し

ている。

・U.S.  Manufactur ing Technology

Consumptionの報告で2005年6月から

2007年7月までの全米工作機械消費額及び

台数をみると年末はクリスマス、7月は夏休み

といった季節要因により毎月アップダウンが

あるが各月の累積過去12か月平均のグラフを

みると消費額・台数いずれも現在がピークレ

ベルにきている事が分る。

・今後の予測として、客先より工作機械のレン

タルあるいはリースの要求が増えること、古

い工作機械の買換え需要が予測される。現在

工作機械販売の50%が何らかの自動化がなさ

れているが、今後も更に人件費を減らすため

に自動化が増える。

・工作機械の消費予想として40億ドルから60

億ドルの間とみており、一台あたりの単価が

増え逆に台数が減る。

・来年大統領選挙があるが、もし民主党に政権

が変わるとすればビジネス界にとってはあま

り喜ばしいことではなく、工作機械業界に

とっても良くない。

・最後に2009年9月21日から24日の4日間

ラスベガスで開催の“MACHINE TOOL

EXPO LAS VEGAS”の紹介があった。

　三地域のプレゼンテーションの後、参加者より

各国の状況についてのコメントがあり、12時

45分に閉会となった。

　その後会場を3B会議室に移しランチレセプ

ションが開催され、参加者との懇親が図られた。

会場のコンベンションセンター

レセプション
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EMO Hannover Show を訪問して：

　まずその開催期間が従来の9日より6日に短

縮された。これは出展者にとっては好評である。

ヨーロッパが好景気であるので、サーカス、相撲

等の客寄せパフォーマンスも派手である。5軸制

御リニアーモーター駆動の高速マシニングセン

タが花盛りである、シングル段取りのメリットは

あるが、このプログラミングはキャティア等の

CAD／CAMが必要であり、その様なソフトを

使いこなせる技術者は大手ユーザーにしかいな

い。この様なマシンはShowの客寄せには良い

が、実際の中小企業には従来の同時2軸制御のマ

シニングセンタが売れているらしい。欧米工作機

械メーカーは金融ファンド等に買い集められグ

ループ化をして、利益が出る様になれば、再切り

売りの運命らしい。MAGグループが出展してい

たが、これは欧米のヒューラー、エクセロ、クロ

ス、シンシナティー、ギディングルイス、ファ

ダール等の有力工作機械メーカーをグループ化

したものである。このグループの将来はどうなる

のか?

　EMOは本当にインターナショナルShowであ

り、ありとあらゆる工作機械、工具、CAD,CAM

メーカーが出展しているが、やはりヨーロッパ

メーカーが多く、大手アメリカメーカー、勿論日

本の大手、中堅メーカー、韓国、中国、台湾、イ

ンドの大手、中小メーカーが出展している。今回

は42カ国の出展があり、出展社数も史上最高で

あるとの事。ユーロ通貨が円に比べ高くなった

日工販国際委員長
㈱トミタ
取締役社長

冨　田　　薫

EMO Hannover 2007
ドイツ訪問雑感記

事、ハノーバー市のホテルが展示会価格で高く

なった事もあり、ホテル代がバカ高い。最後に

CELIMO主催の世界工作機械ディーラー会議は

各地域の工作機械販売動向等が分かり、有意義で

あった。

ドイツを旅行した時に感じた事：

　ドイツでは、景気が良く、自動車、建機、造船、

航空機業界等ではかなりの設備投資がされてい

る。そして人手不足であるが、失業率が10%位

にも拘らず技術者を募集しても集まらないとの

事。この国の社会福祉制度がかなり良く、安い賃

金で働かない人が多くいるらしい。日本も他山の

石としなければならない。ドイツでは高付加価値

製品の多品種少量生産に移行し、賃金が安い理由

で東欧に進出した企業はその旨味が薄れたので

ドイツにリターンしているケースが多いとの事。

ドイツの乗用車は70%以上がディーゼル車であ

る。ヨーロッパのディーゼル車は、振動も少な

く、馬力もあり、走行距離も良く、公害素対策も

良く、これでは人気が出る事が分かる。

　ドイツでのショッピングについて。ドイツの都

市は市の中心に遊歩道がありその両側が店、デ

パート、レストランが連なり、大変ショッピング

がしやすい。昨年まではすべての店の閉店時間は

6：00PMと決められていて、ビジネスで来た旅

行者は不便であった。しかし今年より閉店時間を

店自身で決められる様になり、ある店は8：

00PMまたその隣の店は9：00PM閉店となり、
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パーティーを開いていると聞く。ドイツ勢の

EMOに対する力の入れようが、 肌で感じられる

ようだ。展示館はこの2号館から7号館、11号

館から17号館、そして25、26、27号館の計

16Hallを使っており、日本勢が多く入っている

27 号館は西入り口に近いところに位置して

いた。

　会場の全体を見た印象としては、IM T S、

JIMTOFに比し、圧倒的に大きいが整然とスッ

キリ展示がされておりスマートさを感じた。

　内容的には工作機械でいえば、5軸、複合機は

当たり前となっておりことさらそれを強調する

わけではなく、いかに高機能機を効率よく使いこ

なしていくかに工夫がされているようだ。

　出展社幹部の方のお話では来場者は多く今回

は目玉的な出展機はあまりないが、好景気を背景

にしてか実質的商談の機会としての色合いが多

いとの事であった。

　ハノーバー中央駅からトラムカーに乗り10数

分でEMO会場に到着。会場は176,283m2とい

う広大な展示スペース。16の展示館を利用し過

去最多の42カ国から2,118社が出展、因みに

IMTSが1,288社、JIMTOFが785社なので、

その規模の大きさが容易に想像出来ると思う。実

際、会場に入るとその大きさに圧倒され

JIMTOFの数倍の規模に感じられる。

　各国の規模はドイツが875社で75,834m2

で最大、次いでイタリーの273社21,765m2、

日本の79社17,523m2、スイスの144社の

12,068m2と続くが出展社数でいえば台湾が

156社、中国が86社と日本を凌いでおり急成

長振りが覗える。

　先ず会場入り口北に一番近い2号館に入ると

DMGの大きなブースそしてその展示規模に圧倒

される。ブース内にはまるでレストランを1店抱

え込んだような接客スペースがあり、毎晩そこで

日工販国際委員
三菱商事テクノス㈱
取締役名古屋支社長

服 部 光 孝

EMO Hannover 2007
視察記

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旅行者、ビジネスマンにとって便利になった。

　ドイツの食事について。ドイツ料理は余り美味

しくないと言われているが、何を食べるかで美味

しいものもある。アイスバインと言う豚足を茹で

た料理は多少グロテスクであるが味は美味しい

し、その他ステーキ、魚料理とそれの付き合わせ

のポテト類、サラダとそのドレッシングはかなり

美味しい。ビールは地ビールが数限りなく各地に

あり、これを飲むのは楽しい。ハノーバー市では

地元の人に紹介してもらって行ったレストラン

の料理は美味しかった。マッシュルームのクリー

ムソース炒めも美味しいし、ターキーのクリーム

ソース煮をバター炒めライスにのせたメイン

ディッシュも美味しかった。
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　今回E M O 訪問のもう一つの目的である

CELIMO国際会議とランチレセプションに日工

販国際委員のメンバーとして尾瀬会長、冨田委員

長、宇佐美専務理事と共に参加した。

　先ず、Welcome drinkのあと会場を移し

CELIMO SecretaryのNoon氏、冨田委員長、そ

して米国AMTDA会長 Lorenz氏が夫々の地域

現状に就いてのPresentationがあり、そのあと

司会者より指名された参加者が各国事情をアド

リブで説明した。欧州、米国とも日本同様景気は

いいがピークは超えたとの認識が同じであった。

意外だったのがこの2四半期は欧州で殆ど全て

の産業で+5.5%増しだが航空機は－3.1%の由

で日本と違いエアバス依存の影響が出ているよ

うだ。会運営の全体の印象は大変スマートに運営

されていることと、参加者の多くが、英語が堪能

な事に驚かされた。

　ハノーバーでのEMOは今回が初めての視察だ

が、会場以外の印象では良い点はEMOの入場券

でハノーバー市内の公共機関を乗り放題できる

こと。

　会場、市内、駅、殆どのホテルがこれら公共機

関を使って移動できるので大変便利である。

　悪い点はホテルがショー期間中大変高いこと。

通常の3倍以上、ホテルの質が良いなら多少納得

するが、そうでないところが多いと聞く。

　日工販国際委員として来年のIMTS、JIMTOF

で何をしたらいいか大変参考になる視察で

あった。



12日工販ニュースVol.19 No.10

No.103No.103

京セラ㈱
機械工具事業本部商品戦略部　責任者

日　高　　正

　金属加工業界においては、生産性の向上・コス

トダウンは永遠のテーマであり、さらに、製品の

高精密化に伴う高精度加工への要求も年々高

まっている。こうした高付加価値加工に対して、

切削工具においても、工具寿命の向上や加工品位

の向上はもちろんのこと、切削抵抗の低減や切り

くず排出性の向上、加工バリや溶着の防止といっ

た技術的な性能に加え、在庫管理や使い勝手と

いった部分まで、様々な機能が求められている。

　こうした背景の中、弊社では内径溝入れ加工に

おいて、切りくず排出性の向上と信頼性の向上に

主眼を置き、高付加価値加工を実現したSIGE型

内径溝入れ工具（図1）を開発した。本稿では、こ

のSIGE型内径溝入れ工具の特長と性能について

紹介する。

1. SIGE型内径溝入れ工具の特長

図1　SIGE型内径溝入れ工具

SIGE型内径溝入れ工具

図2　SIGE型内径溝入れ工具の特長

外部に排出されないケースがある。こうした場

合、加工壁面を傷つけ、加工品位を劣化させるだ

けでなく、切りくずの噛み込みによるインサート

の欠損など、信頼性の低下にもつながる。こうし

た課題に対して、SIGE型内径溝入れ工具では、

スクリュークランプ方式を採用し、大きなチップ

ポケットを確保すると同時に、クーラントホール

を標準で設けた。（図2）これにより、従来多く見

られた、上下クランプ（上下挟み込み）タイプや

トップクランプタイプに比べ、切りくず排出性を

大幅に向上させ、加工品位の向上と信頼性の向上

①切りくず排出性

　内径溝入れ加工においての最大の問題点は、切

りくず排出性である。溝加工での幅広の切りくず

は、どうしても溝内や加工径内に留まりやすく、
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　図4は最小加工径φ8とφ20でのSIGE型内

径溝入れ工具の切りくず排出性を他社品と比較

したものである。φ8の加工に用いたインサート

は低抵抗（刃幅研磨）ブレーカ、φ20の加工に用

いたインサートは3次元ドットブレーカである。

いずれの加工径においても、他社品に対して優れ

た切りくず排出性を示しており、安定性の向上に

つながっている。

②工具寿命の向上

　SIGE型内径溝入れ工具には一般鋼/ステンレ

ス鋼加工用のPVDコーティング・PR1025と

鋳鉄/非鉄加工用の超硬・KW10（加工径φ12

以下）/GW15（φ14以上）を標準化している。

PR1025は微粒系超硬母材にTiCN系のPVD

コーティングを施しており、溝入れ加工時の耐摩

耗性の向上と安定性の向上を図っている。

図3　3次元ドットブレーカ

を実現した。

　また、最小加工径φ14以上については、3次

元ドットブレーカを設けたモールドインサート

も標準化し、さらに切りくず排出性を向上させて

いる。（図3）

図4　切りくず排出性比較



話題の技術

14日工販ニュースVol.19 No.10

③豊富なラインナップ

　SIGE型内径溝入れ工具は、最小加工径φ8か

らφ40まで9サイズをラインアップしている。

最小加工径φ8からφ12までの3サイズはL型

形状のインサートが、φ14以上の6サイズには

クランク形状のインサートが適合する。

　これらのインサートは全タイプ2コーナー仕

様であり、さらに全タイプに標準化された低抵抗

（刃幅研磨）ブレーカに加え、φ14以上のイン

サートについては、前述のように3次元ドットブ

レーカを設けたモールドインサートも標準化し

ており、ランニングコストの削減を図っている。

刃幅についても、最小加工径φ8で1.0～2.0

㎜、最小加工径φ40で1.0～5.0㎜を標準化し

ている。

　このようにラインアップが幅広く、ユーザー様

の使い勝手の良いところもSIGE型内径溝入れ工

具の特長の1つである。（図6）

　図5はPR1025での合金鋼加工時の刃先前逃

げ面摩耗量を示す。PR1025が他社PVDに対

して優れた耐摩耗性を有していることがお分か

りいただけると思う。

図5　耐摩耗性比較

図6　ラインナップ
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　図7および図8にSIGE型内径溝入れ工具の加

工事例を示す。

　図7は快削鋼SUM23の加工径φ13.9の内

径溝入れである。従来工具では切りくず噛み込み

による切れ刃欠損が生じるのに対し、SIGE型内

径溝入れ工具では安定加工が可能となり、工具寿

命が2倍となった事例である。

2. 加工事例

　以上のように、SIGE型内径溝入れ工具によ

り、切りくず排出性が向上し、工具寿命の延長と

大幅なコストダウンが可能となった。

　弊社としては、今後も生産性の向上とコストダ

ウンに向けて、あらゆる製造現場で喜ばれる製品

開発を続けていく所存である。

図7　加工事例①

図8　加工事例②

　図8は合金鋼SCM415の加工径φ14.7の内

径溝入れである。従来工具が加工数300個で寿

命であったのに対し、SIGE型内径溝入れ工具で

は600個の加工が可能であり、その時の刃先状

態が良好なことから、さらに加工延長が可能と

なった事例である。
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Part 2

心に残っている言葉心に残っている言葉心に残っている言葉

㈱日研工作所

東京営業所

當　銘　　誠　（とうめ まこと）

　2005年3月に入社し3年目をむかえました。主に首都圏を中心に営業活動しています。仕事はまだま

だの面もありますが、諸先輩方の助けもあり徐々に仕事もこなせるようになりました。また、ようやくお

客様や取引先の方にも顔を覚えていただけるようになり多少の余裕も生まれ楽しいと感じるようになり

ました。

　営業に出た当初はお客様と話すことが苦手で緊張し何を話していいかも分からず、手に汗をかいていた

ことを今でも覚えています。そんな私ですが、一つ変わるきっかけとなったのが初めて注文を頂いた時、

お客様からの「頼むよ」の一言でした。

　その言葉を聞いた私は、こんな自分でも頼りにしていただけることがすごく嬉しく励みにもなりました。

ですが、私自身その言葉どおりにやってこられたわけではありません。しかし、仕事で落ち込んでいると

きや悩んでいるときにこの言葉を思い出すとなぜか希望を持つことができ、やる気が出てきます。

　今がだめでも次は頑張ろうと気持を高めることができるのです。ですから私にとってこの言葉は自分自

身を奮い立たせてくれる大切な言葉であり、絶対に心にとどめておくべき言葉なのです。

　人それぞれ言葉のとらえ方、感じ方は違いますのでいつまでも残るか残らないかも随分と違ってくると

思います。私にとってはきれいな言葉を並べた話しより、なんとなく話している言葉の方が実は大切なこ

とが多いのです。

　なんとなく心に残っている言葉はなんとなく思い出せてなんとなく力になってくれるからです。

　ここで、挙げた言葉は私にとっていつまでも心に残っていたおかげで救われることがたくさんありまし

たし、少なくとも影響を受けたことは事実です。

　何か一つでもいいですから心にとどめておくことができれば、いざという時に頑張れると同時に生きる

糧になる気がします。
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㈱ジーネット

新潟営業所営業次長

妙　見　幸　雄

　私は㈱ジーネット新潟営業所で機械営業に従事しています。年齢は58歳の第一線の営業です。昭和47

年4月に五味屋㈱（旧社名）に入社しました。私達はいわゆる団塊の世代で120名の社員が1度に入社し

ました。私自身の希望の職種は商社で営業をやりたいと思っていました。機械工具専門商社がどのような

商品を扱っているか、あまり理解をしないまま入社しました。最初のスタートは東京の機械部に配属にな

り、墨田区の三ッ目通りの地区を回りました。商品知識、営業経験のないままのスタートでしたので失敗

の連続でした。

　先ず、1番困ったのは言葉の問題でした。私は社会人になるまで関西にいたので、標準語は、ほとんど

しゃべれませんでした。あるお得意様に行ったときに「関西弁をしゃべるなら来なくていいよ」と言われ

ました。それで、NHKのラジオのニュース番組を聴き発音の練習をしました。また、先輩諸氏は個性の豊

かな人たちが多く、礼儀作法、車の運転、お客様とのお付き合いetcについて厳しく教育を受けました。

　私が入社した当時はまだ、汎用機の販売が中心で、NC機の販売は少なかったと思います。

　私が新人時にお世話になったメーカーは、ワシノ機械、豊和産業でした。その当時のメーカーは自分の

ところの社員と同じように教育をしてくれました。同行なども多かったと思います。ユーザーPRに一緒

に連れて行ってもらい、その中で教わった営業トークは販売店と同行したときに大いに役立ちました。私

が一人で最初に注文をいただいたのは20トンのパワープレスでした。金額は小さかったですが自分で全

部やったという満足感で本当にうれしい注文でした。その後は高度成長の波にも乗り、各種展示会（弊社

もジャンボにほん市）etcで多くの注文を頂きました。CNC装置の付いた機械がかなりのスピードでユー

ザーに導入され、高性能、高精度、高速の技術が向上し、自動車業界を筆頭に世界に日本の技術をアピー

ルして行きました。

　最初、入社した時は商品を販売する事に喜びを感じていましたが、ある時期からは日本の産業の下支え

をするマザーマシンを取り扱っている事に誇りと喜びを感じるようになりました。

　最近はインターネットetcの普及で情報の収集はさまざまな方法がありますが、いつでも取れると言う

便利さから各々はあまり勉強をしない、自分の努力もしないと言う風潮があると思います。若い時にメー

カーと一緒にユーザーに行き、ユーザーのニーズを聞いて、そのニーズに合った商品を提案するといった

地味な営業を再度やるべきだと思います。商社の立場でユーザーのニーズをマクロ的に見て提案する事も

大切だと思います。

　最近はメーカーもユーザーに余裕を持った形で訪問している姿が見られません。本当にユーザーニーズ

を知る意味でも再度、メーカー、商社、販売店はお互いに反省をしなければいけないと思います。

　さて、私自身もあと何年も働く時間があるわけてはないので、この業界にお世話になった恩返しのつも

りで、もう一踏ん張りしたいと思います。

　今後とも、皆様のご支援、ご指導宜しくお願い申し上げます。
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議 事 録 から議 事 録 から

に掲載する事になり、理事会に諮り承認を得る事

にした。

（４）年間売上高調査に基づく平成19年10月以

降正会員月額会費の件

　専務理事より、正会員の2年ごとの会費の徴収

について、売上調査を実施した結果、売上高増の

会員が増え会費総計は増額となる旨報告が

あった。

（５）リクルート用DVDの配布ルール及び非会員

向け対応の件

　正会員5枚、賛助会員1枚配布、公的機関、関

連団体は限定して配布する。非売品として非会員

には販売はしない事とし、残りは学校関係、新会

員用として在庫する事として、理事会に諮り承認

を得る事にした。

（６）その他

　建設業法に対し、日工販の統一見解について正

会員から問い合わせがあったが、各社それぞれ解

釈・対応が違うところもあるので、本件事務局よ

り会員に呼びかけ本件担当の関係者に集まって

いただき各社対応について意見交換をする事と

した。

次回委員会：

平成19年11月14日（水） 11：00～12：00

大阪／大阪産業創造館

第７３回　政策委員会

委員長挨拶：

　本日は定例理事会と完成したリクルート用

DVDの観賞があり、尚且つ懇親会もあって盛沢

山の予定です。

　DVD製作には正会員の若手社員に出演協力を

頂き、撮影場所として㈱牧野フライス製作所から

の全面的協力を受け、また映像資料協力を㈱中村

留精密工業から、そして一部の撮影場所に三菱商

事テクノス㈱の協力を受けました。

議　題：

（１）㈱MSTコーポレーション、㈱パトライト

2社賛助会員入会の件　

　審議の結果、委員の賛同を得たので本日の理事

会に諮り承認を得る事にした。

（２）日工販ロゴの使用規程の件

　日工販ロゴマークを名刺に使用したいとの会

員からの問い合わせがあり、審議の結果、『日本

工作機械販売協会正会員』とロゴマークを併記す

ることを使用許可条件とする事で、理事会に諮り

承認を得る事にした。

（３）元SE資格者の資格復活の件

　SE資格の有効期限が過ぎ資格が失効した元

SE資格者より資格復活希望があり、審議の結果、

運用基準は改定しないで今年度に限り認める事

とし、この案内は日工販ニュース8・9月合併号

日　時：9月5日（水）　13：30～15：00

場　所：名古屋／安保ホール 202号室

出席者：尾瀬委員長、委員8名
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第２１２回　定例理事会

議　題：

　議題に入る前に、田尻理事より、当社がこの

10月1日付で豊田通商㈱系列の豊通エンジニア

リニグ㈱と合併し新会社㈱TEMCOとなる旨発

表があった。

［付議事項］

（１）メーカー賛助会員入会の件

　① ㈱MSTコーポレーション（赤澤理事、植

田理事推薦）、② ㈱パトライト（池浦理事、赤澤

理事推薦）の2社より入会希望の申し込みがあ

り審議の結果、賛助会員として理事会の承認を

得た。

　この結果、会員数は正会員72社、賛助会員

メーカー56社、リース19社、計147社となる。

　尚、専務理事より賛助会員リースの住商リース

㈱と三井住友銀リース㈱が10月1日に合併す

る。合併会社の新社名は三井住友ファイナンス&

リース㈱となり、引き続いて会員として継続する

旨報告があった。

（２）日工販ロゴの使用規程の件

　会員より日工販のロゴマークを会員会社が名

刺に使用したいとの申し入れがあった。

　ロゴマークを名刺に使用する事は日工販のPR

に役立つこともあり、使用する場合は『日本工作

機械販売協会正会員』とロゴマークと共に明記す

ることで、理事会の承認を得た。

日　時：9月5日（水）　15：00～17：00

場　所：名古屋／安保ホール　101号室

出席者：尾瀬会長、副会長2名、専務理事、

　　　　理事18名、監事2名、事務局1名

会長挨拶：

　日工会発表の7月受注は予想外のよい数字で

あり、今年の通期予想を1兆5,000億円と上方

修正した。

　7月は久し振りに内需も前年同月比増になり、

前回理事会の情報交換での景況感に比べても実

際の数字は非常に良い数字が出ている。

　感じるのは濃淡が更にはっきりしてきて、良い

ところは更に良くなってきている。

　メーカーの納期も非常に長いものがあるかと

思えば、突然短い納期が出てくるといった荒れ模

様の状態です。

　内需は下降局面にありますが、それが大きく下

のほうに振れる気配が今のところない状況であ

り、その中で日工販として活動をして行かなけれ

ばならないが、局面が変わる時だけに商社として

の役割、日工販の情報交換の役割があると思い

ます。

　今日はリクルート用DVDが完成したので理事

の皆さんに観ていただきますが、撮影場所に関し

ては三菱商事テクノス㈱のご協力を頂き、工場・

客先場面の撮影には㈱牧野フライス製作所から

全面的な協力を頂いた。出演者は会員各社の若手

にご協力を頂いている。是非DVDを有効に活用

していただきたい。

　理事会後は懇親会を開催致しますので、長い時

間のお付き合いを頂くことになります。

　それでは本日の議題に付ご審議を宜しくお願

いします。
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（３）元SE資格者の資格復活の件

　専務理事より説明。現行SE運用基準により

SE資格取得後5年過ぎ再更新をしないとSE資

格は失効する。更新研修を受け資格復活する救済

措置はあるが、その救済措置にも該当せず、現在

も営業を続けている元SE資格者の資格復活希望

が出てきた。教育委員会では現職である限り救済

するとの提案が出された。運用基準は長年の間に

築いてきた基準であり、簡単に改訂はするべきで

はないとの結論に達し、今回は特例として日工販

ニュースに『SE資格復活をご希望の方は、9月末

までに日工販教育事業局にご相談願います。』と

掲載し今年度限の救済措置とする事で理事会の

承認を得た。

（４）年間売上高調査に基づく平成19年10月以

降正会員月額会費の件

　正会員の2年ごとの会費の徴収について、売上

調査を実施した結果、月額会費が増額となる会員

が増え、会費総計としては前期に対し42万円の

増額となる旨報告があり理事会の承認を得た。

（５）リクルート用DVDの配布ルール

　専務理事説明。出演者は全員会員若手に協力頂

いた事と撮影も予定通りの期間で実施出来たの

で制作費は見積通りとなり消費税も入れてほぼ

予算通り完成した。配布のルールについて、先の

政策委員会で審議したが正会員はリクルート用

として学校関係、就職相談機関に配布するので出

来れば枚数は多く必要で、今後の新規加入会員用

も含めて総計枚数を500枚と増やした。各会員

には正会員5枚、賛助会員1枚配布、諸関連団体

には対象を絞って日工会等に配布する。尚この

DVDは非売品とする。以上について審議の結果、

理事会の承認を得た。

｢報告事項｣

（１）流通動態調査平成19年7月結果

　専務理事より説明。日工会発表の7月受注額確

報は1,360億円と月間受注額は史上2番目の記

録となり、それぞれ前年比で外需は772億円の

史上最高の37.3%増、内需は587億円の1.0%

増の5カ月ぶりの上昇。当月の動態調査もこうし

た状況を反映して受注はかなりの数字を出して

いる。詳細については日工販ニュース8・9月号

参照。

（２）委員会報告

①国際委員会　7/11　冨田委員長より報告：ア

ジアの工作機械メーカーの調査を検討。EMO

開催中の9/20国際会議に参加予定。7名出

席、仏教伝道センター。詳細は日工販ニュース

8・9月号参照。

②教育委員会　7/17　後藤委員長欠席のため

専務理事より報告：SE集合講座は10月に東

京、名古屋、大阪の3会場で開催予定。11月

の更新研修は二講師の交代あり。来年度より

｢研削盤｣講座を組み入れる。10名出席、機械

工具会館。詳細は日工販ニュース8・9月号

参照。

③調査広報委員会7/18　8/22　田尻委員長よ

り報告：いずれの委員会もDVD作成に関する

討議が行われた。9名出席。機械工具会館。詳

細は日工販ニュース8・9月号参照。

④東部地区委員会　柴田委員長報告：製品研修

会7/24テーマを〔航空機関連業界向けの工作

機械〕に絞り4社の説明を受ける。90名参加。

委員会　8/29　忘年講演会講師決定、7名

出席。　情報交換会　8/29　商社、メー

カー、リース会社計34名参加、いずれも場所

は仏教伝道センター。詳細は日工販ニュース

8・9月号参照。
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第９６回　調査広報委員会

た。9/5の理事会で完成されたDVDを映し発表

する。配布については理事会に諮り決めることに

する。

（２）会員名簿作成のこと

　事務局より進捗状況について説明。10月初旬

には予定通り発行する旨報告した。

（３）日工販活動PRパンフレットのこと

　専務理事より、遅れているがDVD作成後、事

務局にてたたき台を作成することで了承された。

一枚ものとする。

（４）その他

①専務理事よりホームページの件について報告。

・日工販HP会員概要ページ更新は、更新84社、

変更なし48社、依頼なし12社。

・制作会社よりホームページ刷新の提案があっ

たが、今年度は事業も多く、来年度にワーキン

（３）リクルート用DVD完成版発表

　出席の理事・監事により試写。出来映えについ

ては概ね好評で早い配布の希望があった。

（４）その他

　正会員より機械設置工事に関し建設業法の解

釈・対応については日工販で統一見を作ってい

ただけないかとの問い合わせがあった。しかしな

日　時：8月22日（水）　12：30～16：00

場　所：機械工具会館3階

出席者：田尻委員長、委員6名、事務局2名

　　　　オブザーバー：伝創社渡邊氏他2名

委員長挨拶：

　本日は主にリクルート用DVD作成の件が主要

テーマとなります。撮影が終り、あとは映像、セ

リフの見直し、そしてナレーション、音楽を入れ

れば完成となります。本日は完成した映像案を試

写し、皆さんのご意見を織り込み完成したい。ご

協力をお願いします。

議　事：

（１）リクルート用DVD作成

　伝創社渡邊氏他制作業者より撮影編集された

DVDを試写の上、内容の検討、修正を打ち合わ

せた。又ナレーターは候補の中から本職の斉藤茂

一氏を採用することにした。

　修正案を踏まえて、8/27までに修正DVDを

メールにて送付依頼。委員長、委員宛て転送し

29日までに意見を得て8/30田尻委員長、森田

委員、専務理事が制作会社を訪問し、最終映像、

ナレーションに立ち会い、完成版とすることにし

がら解釈についてはグレイゾーンがあり、各社の

対応も温度差があり様々であるので、会員に呼び

かけて勉強会、意見交換会をする事となった。

次回定例理事会：

11月14日（水）　12：30～15：00

大阪／大阪産業創造館
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東部地区委員会

プランがあるボーリング場を検討。

　研修会は実務に繋がる内容とした方が参加者

は多くなるので次回までに内容を検討しておく。

（４）本日の懇談会の事前打ち合わせ

　本日の懇談会の進行、話の内容、順番などの進

め方について委員長主導で行なう。今回は正会

員、賛助会員リース、メーカーの順とし各社に纏

めて話をしていただく。

　懇親会は若林副委員長が開会の挨拶、閉会は高

橋副委員長の締めの挨拶とする。

（５）マシンツールフェアOTAについて

　池田委員より大田区で開催されるマシンツー

ルフェアOTAについて概略説明があった。

議　事：

（１）東部地区副委員長委嘱について

　委員長より、㈱兼松KGKの高橋取締役、㈱

トーメンテクノソリューションズの若林専務取

締役に副委員長を本日改めてお願いの要請し了

解を得た。

（２）講演会・忘年懇親会の講師について

　委員長より、講師については三菱商事㈱常務取

締役を経て現在顧問である中国の内情に詳しい

元中国総代表であった武田勝年氏に依頼し承諾

を得たとの報告があった。

（３）若手研修会・交流会について

　懇親会を兼ねたボーリング大会を開催。場所は

田町駅近くでボーリングと懇親会のパッケージ

日　時：8月29日（水）　13：00～13：50

場　所：仏教伝道センター　5階「空」

出席者：柴田委員長、委員6名、事務局1名

ググループを作り検討する旨提案があり了解

された。

②田尻委員長より、リクルート用DVD作成に出

演ご協力をいただいた方々には9月理事会後

日、試写会及び慰労会を実施する旨報告が

あった。（9／7予定）

開催予定：

11月6日（火）　12：30～15：00

機械工具会館5階
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機械の出番が無くなる。

・来年は光学系の仕事が増えてくるはず。

・バブル時の買い換えが出てきている。

・油圧機器関連の中小の外注先の設備投資は活

発。

・切削工具のエンドミルの観点から見るとプラ

型の動きがにぶい。中国の金型メーカーの納

期にはとても太刀打ちできない。

・日工会発表は絶好調であるが、国内は正直苦

戦している。

・マシニングセンタは過剰気味である。800角

以上5軸機は今後も好調が続きそうだ。

・ちょっと引き合いが少なくなってきた。

〔賛助会員リース〕

・金型業界はここ一年低迷。長野の精密金型は

良い。

・料率、条件などリース間の競合より、金融機関

の借入との競合が出てきている。

・本年4月以降に会計基準の変更になりリース

離れの影響が出ると心配されたがさほどでは

なかった。

・設備投資過剰のユーザーで4～6月に大きな

倒産があった。

・地域的にみると東高西低の傾向。

・引き合い件数が減少している。

・板金関係の客先からのレーザー加工機を中心

に引き合いが増加している。

東部地区　情報交換会

日　時：8月29日（水）14：00～16：30

場　所：仏教伝道センター5階「空」

議　題：「最近の市場動向と見通しについて」

　　　　・最近の機種別、地域別、ユーザー層業種別等の市場について

　　　　・今後の見通しについて

参加者：正会員11社（13名）、メーカー7社（7名）、リース6社（8名）　計24社28名

柴田地区委員長挨拶：

　先日、日工会は本年の受注見通しを1兆5,000

億円と上方修正した。今の勢いでは1兆5,500

億円はいきそうだ。これはあくまでも日工会の見

通しであり、当会ではどうみるかの情報交換のた

め、本日皆様に集まっていただいた訳で、皆様の忌

憚のない意見を聞かせていただき有意義な交換会

と致し度、宜しくお願いします。

〔正会員〕

・昨年に比べて商談に時間がかかり決定のス

ピードが遅い。

・中部は低調で苦戦している。関東は堅調。日産

が良くない。

・関西地区は造船、建機、重電が良い。従って大

型機が良い。

・金型は良くない。放電加工機は苦戦。今後どう

取り組むか大きなテーマ。

・レーザー加工機は好調。

・建機は景気良く、コマツは2020年位まで景

気は続くと言っている。

・素材メーカーが付加価値を上げるため設備投

資をして増強を図っている。

・国内自動車はあまり良くない。

・中国、インドで40万円を切る車を作る話が出

てきている。車の基本構造は省くところはな

く、設備のコストダウンとなると日本の工作
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第４２回中部地区懇親ゴルフ会

RANK

優　勝

準優勝

３　位

氏　　名

長 瀬 俊 也

西 尾 豊 文

牧 　 重 夫

会　社　名

大昭和精機㈱

㈱森精機製作所

㈱ジェイテクト

北

44

56

44

西

42

44

44

GROSS

86

100

88

HDCP

12.0

25.2

12.0

NET

74.0

74.8

76.0

コアという極めてハイレベルなゴルフ会となり

ました。

　終了後、懇親会を行ない高田委員長の挨拶に

始まり、例年のやり方を少々変更し、参加者全

員より一言スピーチをして頂き色々なご意見を

聞くことができました。最後に井内委員の締め

の挨拶をいただき散会しました。

　尚上位入賞者は上記の通りです。競技はWぺ

リア方式で行いました。 （釜屋㈱ 山本）

・精密機器、内視鏡部品関連が動いている。

〔賛助会員メーカー〕

・金型業界は良くないが、高品位な仕事をして

いるところは設備をしている。仕事があると

ころとないところがはっきりしている。

・国内の引き合い、受注の推移は立形マシニン

グセンタのバロメータとして良く分かる。

・地域的には関西以西は重厚長大が好調で台数

ではなく受注金額が大きい。

・中部は落ち込みが激しくカバーしきれない。

・全体では前期並みの数字で維持しているが、

中身は海外のウエイトが多くなっている。

・国内の景気は今年の初めから見えている。

・東日本の半導体、液晶絡みはもう一通り設備

は終わっている。

・風力発電関連の大型軸受けを加工する需要が

出てくると予想している。

《今後の見通し、08～09年はどうなるか》

・今回の景気は実需に基づいているので、バブ

ル後の落ち込みほどにはならない。

・横ばいを期待している。

・10%はダウンと見ている。10%ダウンで押

さえてくれれば生きていける。

・ニッチ産業まだまだありそう。

・国内は横ばい、海外の伸びを期待する。心配な

のは地域格差。

・工具メーカーとしては正直言って先行きは暗

いが新製品を早く出せるのがメリットで、こ

れからは矢継ぎ早に新製品を投入する。

日　時：9月6日（木）

場　所：ナガシマカントリークラブ

参加者：正会員7名、メーカー6名、リース1名　総計14名

　台風9号が押し寄せてくる中、多少の風雨で助

かりましたが、前日の30℃を越える猛暑とは対

照的に、涼しい環境の中、疲労感なくプレーす

ることができました。同クラブはインタチェン

ジから若干距離はあるものの、ホテル花水木、

なばなの里と同じ長島温泉系列であることか

ら、料理、地ビールも大いに楽しめ、かつ、秋

には見事に紅葉し景色が楽しめる所です。

　昨年同様、ほとんどのプレーヤーが二桁のス
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西部地区 工場見学会

ロッパを感じさせる近代建築で、金属加工品を製

造する工場には到底見えないぐらいお洒落な工

場に驚く。社員の方々の歓迎を受けながら4階来

賓・社員食堂へ、社長はEMOショーへの出張中

で代わりに高橋取締役営業部長より歓迎の挨拶

と会社概要の説明を伺い、工場のある田原地区は

茶道のお道具茶筅の生産地で95%を製造してい

る地域で静寂した地域でもある。㈱MSTコーポ

レーションは機械加工70%・手作り30%と製

造方法を決め、手で出来る物は人が行い、商品開

発・企画・カタログ等も全て社員の方が製作さ

れ、また、自社開発の集中クーラントシステムは

切削液を各階より地下1階で回収・ろ過し屋上へ

上げてから各階へ供給し加工機45台を管理。ま

た工場は地下1階・地上4階で、地下1階で特殊

工具の製造・地上1階2階は量産品の製造・3階

は開発及びデモ用のプロジェクトデボ・オフィ

ス・商品管理センター（4階建ての立体倉庫）・4

階は来賓/社員食堂と展望デッキ。工場での作業

環境を大事にされる中で良い商品を提供しよう

との想いが伝わってきました。

　最後に大変お忙しい中、工場見学を実施させて

頂き、改めて両社へ御礼を申し上げる次第です。

ありがとうございました。

（赤澤機械㈱ 課長補佐 寺井記）

開催日時：9月13日（木）　8：45 ～ 16：00

集合場所：大阪中央郵便局付近よりバスにて

見学場所：① ㈱秋篠金型研究所

　　　　　② MSTコーポレーション㈱ 本社工場

参 加 者：50名

　西部地区委員会は、本年の工場見学会を㈱秋篠

金型研究所とMSTコーポレーション㈱の2社で

開催し会員50名が参加しました。午前9時00

分大阪中央郵便局付近を大型バスにて出発し車

の流れも良く、10時ごろ㈱秋篠金型研究所へ到

着。社員の方々の熱烈な歓迎を受けセミナールー

ムへ、合田慎吾ゼネラルマネージャーより設立の

経緯・役割・事業の説明を伺う。

　㈱秋篠金型研究所は本年、㈱森精機製作所の子

会社として5月27日に開所式を行ったばかりの

新しい工場で、役割は「L+3S」、Lはラボラトリ

（お客様の研究所）、S1はサポートセンター（加

工技術・機械の検証・アドバイス等）、S2はサプ

ライヤー（金型の実製作）、S3はショールーム

（機械・工具・CADCAM等）を掲げ、㈱森精機製

作所のモールド金型・金型部品加工のお客様を主

眼にベストパートナーを目標に事業の取り組み

をされており、工場見学は3班に分かれ見学、工

場内部は最新の切削工具・測定具・CADCAM・

加工機械・成形機・加工サンプル品と各展示ブー

スに分かれ展示会場のようなレイアウトにされ

ていた。

　続いてバスに揺られ本年9月より正式に日工

販賛助会員になられました奈良県内の㈱MST

コーポレーション 本社工場へ移動。工場はヨー
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㈱山善
開発・海外担当部長

相 羽 徳 三 郎

「菜の花の沖」

　30代、40代は良く本を読んだ。政治・経済・歴史書、小説、推理小説、ハウツウものの乱読。その対

で最近は全くの活字音痴。若かりし頃を思い出しつつ拙文をしたためます。大いに影響を受けたのが司馬

遼太郎。非論理的、非合理的、万歳突撃等を嫌い、近代合理主義の体現者を愛する作者に共感しています。

精神高邁・清廉潔白な指導者乃木希典より旅順攻略・奉天大会戦で冴えを見せる戦略家の児玉源太郎に、

維新以降、熱狂者に引き摺られる西郷隆盛より大久保利通・川路利良に、尊王と佐幕の間で悩む近藤勇よ

り徹底した実務家土方歳三にスポットを当てる、勿論小説上の事として理解していますが、個人的好悪の

感情は別にして、彼らの選択した行動、その実績に共鳴しています。「坂の上の雲」「竜馬がゆく」「国盗り

物語」「花神」「おお大砲」……、書棚を見ると司馬ワールドが28冊。今でも「街道をゆく」「この国のかた

ち」は時々読み返す。その中から作者がこよなく愛した人物（登場人物に好意的なのが司馬作品の特徴）

「今でも世界のどんな舞台でも通用出来る人」が、標記『菜の花の沖』の主人公、高田屋嘉兵衛。

　粗筋は、淡路島貧農出身の嘉兵衛が船乗りになり紀州公の依頼を受け、500年もの檜12本を筏に組ん

だ江戸入り等で評判を取る。独立後、国内最大級の1,500石積の「辰悦丸」を建造し、北国廻船の事業に

参入する。また寂しい漁村の箱館（現在の函館）を開拓した。国後航路の発見や択捉島開拓で幕府から厚

い信頼を得る。またアイヌの生活向上にも資す。その後ロシア出先の蛮行事件で日本側が厳戒体制をとる

中、たまたま北海道沖の地理調査中のロシア皇帝艦のゴローニン艦長が策略で捕われる。艦長を助け出し

たいロシア側は、やはり偶然近くを航海中の嘉兵衛を拿捕しカムチャッカに連行する。この後が小説のク

ライマックス。嘉兵衛はロシア艦の副艦長リコルドと同じ部屋で寝起きし、一冬の間、互いに言葉の苦労

のある中で熱心に会話・交渉する。かたち上は囚われの嘉兵衛が、一連の蛮行事件にロシア皇帝が加担し

ていないという証明書を日本側に提出するように説得。騙されぬな、艦長は殺された、戦争だと騒ぐロシ

ア側反対者の多い中、副艦長は言葉を聞き入れ、ゴローニン艦長釈放の為、失敗したら処刑される状況下

にも拘らず、人質なしにまず嘉兵衛を解放する。その信頼に応えた嘉兵衛は、異国船打払令の時代背景に

あって、平和裡に艦長以下7人の釈放に尽力成功、一触即発の危機にあった日露両国の和解を成し遂げた。

ゴローニン執筆の「日本幽囚記」、リコルドの日記にて詳細が判明。

　捕虜という最悪の状況下で自分を見失わず、倫理観を堅持、陽気な精神とタフな交渉力で大国ロシアと

折衝する主人公。紙一重の違いに明るく、しっかり主張しながらも対手と強い友情、信頼感を醸成する。

この信頼感こそ、普遍的に、国内取引だけでなく、立場、習慣の異なる海外との取引に於いても相通じる

ところと思う。余談だが、神田駿河台のニコライ堂の創始者ニコライ神父は日本幽囚記（小説ではない）

の嘉兵衛に陶酔し生涯日本での布教を目指した。

司馬遼太郎
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工作機械・FA流通動態調査１

工作機械・FA流通動態調査--売上
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GEキャピタルリーシング㈱
工作機械第一部　部長

福　島　　透

コミュニケーション

　私が入社したのが1987年4月ではや20年が経つ。入社して日本リース（現GEキャピタルリーシン

グ）大宮支店に配属された。今思うとバブル景気が始まった頃で、先輩社員は皆忙しく土日もよく働いて

いた。何も知らない私はせめて忙しい先輩達の足を引っ張ってはいけないと思い、たいしたことも出来な

いながら、毎晩11～12時頃まで手伝い、決算書の分析、リース料計算、見積書、稟議書作成などを全て

手書きで行っていた。そして夜12時過ぎから、『飯食って帰ろう！』といってファミリーレストランやら

飲み屋などで、仕事の事、プライベートの事、あれやこれや色々話していた記憶がある。

　当時は当然ながら携帯電話もインターネットもメールもない。出先の公衆電話からこまめに会社に連絡

をいれ、急ぎの要件であれば直ぐお客様へ電話連絡。また帰社後もお客様からの伝言が残っていれば対応

し、夜中残業時間中でも上司・関連部署に報告・連絡・相談をし、忙しい中でも対話によるコミュニケー

ションは取れていた。

　それから僅か10年余りで携帯電話とパソコンが普及し、今や営業活動において携帯電話とパソコンと

メールは必須となった。

　今が悪いわけでは決して無い。メール（特に携帯）はとても便利で、電話のように相手の都合に割り込

むことも無く、情報を相手に伝え、同時に複数の人と情報共有出来る点では対話以上のコミュニケーショ

ンツールである。

　しかし最近ではメールの利便性から、電話や顔を合わせての対話が少なくなってきていると思う。ひと

言電話で確認すべきこともメールで送付してしまったり、あまり関係のない方にまでcc、bccで送付す

る輩もおり、本当に伝えたい相手が誰なのか、伝えたい情報は何なのかさえも分りにくくなることがある。

またメールを一方的に送付して『相手に伝えた＝相手が納得した』と勘違いすることも多いような気が

する。

　メールでは伝えられない大切な情報はたくさんある。文字にしてしまうと誤解を生じやすい情報、あい

まいな情報・相談など。むしろ営業活動においてはあいまいさを含んだ情報のほうが多いのではないので

はないだろうか？

　かくいう私も結構メールを利用している。電話が通じなかった場合や複数の人にデータを送付する場合、

待ち合わせ場所の確認など。それ以外の重要な事を、対話ではなくメールで一方的に送付していないだろ

うか…？

　これからの時代はより生産性が問われ、個人への負荷はより一層かかるものと思われる。個人の力には

限界があり、周囲の方々への協力・理解を得るためにも今一度対話の重要性を見直し『相手が何を求めて

いるのか？』をよく理解し、言うべきことはきちんと自分の言葉で相手に伝え、メールのやりとりだけで

ない真のコミュニケーションを図りたいと思う今日この頃である。
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会員・業界消息

入　　会 ……… 賛助会員メーカー ㈱MSTコーポレーション
〒630-0142　奈良県生駒市北田原町1738
TEL. 0743-78-1184　FAX. 0743-78-3854
代表者　取締役社長　溝口春機
窓口担当者　取締役営業部長　高橋達雄

賛助会員メーカー ㈱パトライト
〒542-0067　大阪府大阪市中央区松屋町8-8
TEL. 06-6763-8001　FAX. 06-6763-8002
代表者　取締役社長　植田和憲
窓口担当者　経営企画部広報係長　藤原宣明

窓口担当変更 … 東部地区正会員 太平興業㈱　営業部長　丸山清隆
東部地区正会員 ㈱TEMCO　東京機械部部長　天野 裕
賛助会員メーカー オーエスジー㈱　企画部次長　久野将稔
賛助会員リース 三井住友ファイナンス&リース㈱　機械設備第1部部長付　林 英次

社名変更 ……… 東部正会員 ㈱トーメンテクノソリューションズは豊通エンジニアリング㈱と合併し新
社名は㈱TEMCOとなる（10月1日）
〒473-0932　愛知県豊田市堤町東住吉50
TEL. 0565-53-3241　FAX. 0565-53-7255

賛助会員リース 住商リース㈱と三井住友銀リース㈱は合併し新社名は三井住友ファイナ
ンス&リース㈱となる（10月1日）　
〒105-8464　東京都港区西新橋3-9-4
TEL. 03-5404-2301　FAX. 03-5404-2550

住所変更 ……… 東部正会員 太平興業㈱　〒356-0061　埼玉県ふじみ野市亀久保1187-1
TEL. 049-256-6111　FAX. 049-256-6101

日工販SE合格者  第１46回発表

今回は9月の合格者8名です。

認定No. 会社名 合格者名

07-16-1970 三立興産㈱ 小林　弘明
07-16-1971 サンコー商事㈱ 榎本　　誠
07-16-1972 ㈱森精機製作所 水谷　重信
07-16-1973 京セラ㈱ 佐藤　義浩

認定No. 会社名 合格者名

07-16-1974 興銀リース㈱ 北　　照実
07-16-1975 興銀リース㈱ 小島　俊介
07-16-1976 東芝ファイナンス㈱ 松本　典昭
07-16-1977 首都圏リース㈱

更新研修合格者  第96回発表

今回は9月の合格者2名です。

認定No. 会社名 合格者名

07-11R-1303 三洋マシン㈱ 青木　伸浩
07-11R-1489 サンコー商事㈱ 鈴木　靖久

Ｓ

Ｅ 教育

Ｓ

Ｅ 教育

野﨑　重充
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発　　　行 日本工作機械販売協会
〒108-0014　東京都港区芝 5-14-15　機械工具会館3階

編　　　集 日工販調査広報委員会
委 員 長　田尻　哲男

電　　話　03-3454-7951　　FAX　03-3452-7879

行事予定

中部地区製品研修会 …………………………… 10月10日（水） TKP名古屋会議室
西部地区懇親ゴルフ会 ………………………… 10月31日（水） センチュリー三木ゴルフ倶楽部
調査広報委員会 ………………………………… 11月6日（火） 機械工具会館
東部地区ゴルフ会 ……………………………… 11月10日（土） 龍ヶ崎カントリー倶楽部
政策・定例理事会 ……………………………… 11月14日（水） 大阪産業創造館
教育委員会 ……………………………………… 11月21日（水） 機械工具会館
西部地区講演・忘年懇親会 …………………… 12月4日（火） 大阪弥生会館
中部地区講演・忘年懇親会 …………………… 12月5日（水） 名古屋観光ホテル
東部地区講演・忘年懇親会 …………………… 12月7日（金） 八重洲富士屋ホテル
SE講座・大阪 …………………………………… 10月18～20日（木～土） 新梅田研修センター
SE講座・名古屋 ………………………………… 10月25～27日（木～土） I.M.Y
SE更新研修・東京 ……………………………… 11月8日（木） 仏教伝道センター
SE更新研修・名古屋 …………………………… 11月15日（木） I.M.Y

● 10月号をお届けします。昔から『暑さ寒さも彼岸まで』と言われ大体彼岸の頃になると季節の変わり目
を感じてきましたが、今年の暑さは居残っていたような気がします。EMO Showがドイツ、ハノーバー
市で９月17日から22日まで開催されましたが、ハノーバー市の朝晩は結構冷え込み日中はコート姿の
人も多く完全な秋でした。次号は12月号と合併号となるためEMO Show関連は頑張って10月号に掲載
しホットな記事となりました。冨田国際委員長の寄稿文にありましたように、見本市価格としてもホテ
ルの価格は異常です。設備が貧弱な木賃宿が一流ホテルのスィートルーム並みの法外な料金を取るの
には怒りさえも覚え、エレベーターで会ったカナダ人もいくら見本市でもカナダ、アメリカではこのよ
うな事はないと憤慨していました。もともとホテルが少ない所で、民宿に泊まった経験もありますが、
立派な国際見本市会場を持つハノーバー市としては何か打つ手はないのでしょうか。

●巻頭言は、不二㈱池浦社長から、事業承継問題について述べられています。９月25日付け日経新聞記事
を読みますと、日本商工会議所が2008年度税制改正に関する要望として非上場株式など事業用の資産
に対する相続税負担を軽くするよう要望し、課税価格の80%以上を減免する措置が必要としています。
そして中期的には相続税を非課税にすべきと明記しています。また経済同友会も４月に出した提言の
中で、中小企業の事業継承を円滑にするため生前贈与の場合の税負担を軽減する仕組みづくりを要望
しています。

●日工会発表の８月受注確報は1,297億円と４ヵ月ぶりに前年比マイナスとなりましたが、連続1,000億
円超えは40ヵ月となり最長記録を更新しており、外需を中心に依然として好調を持続しています。７月
の理事会での情報交換会、８月の東部地区情報交換会では内需が中心という事もあり、日工会発表程の
好調さの感触はあまりないとの意見が大勢でした。



［東部地区（36社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
㈱ エ ム エ ム ケ ー
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱ Ｔ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ
トッキ・インダストリーズ㈱
独 協 機 械 ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
㈱ ナ チ 常 盤
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（56社）］

㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
㈱M S Tコーポレーション
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
黒 田 精 工 ㈱
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱
高 松 機 械 工 業 ㈱

㈱ 滝 澤 鉄 工 所
㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ テ ク ノ ワ シ ノ
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 平 ト ヤ マ
日 本 デ ィ エ ム ジ ー ㈱
野 村 精 機 ㈱
㈱ パ ト ラ イ ト
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（18社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
協 同 リ ー ス ㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEキャピタルリーシング㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
㈱ 芙 蓉 リ ー ス 販 売
三井住友ファイナンス＆リース㈱
三 井 リ ー ス 事 業 ㈱
三菱電機クレジット㈱
三 菱 U F J リ ー ス ㈱

正会員（全72社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（50音順）

平成19年10月1日現在

賛助会員（全74社）
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